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私が矢倉先生を知ったのは昭和 3 年の春 4 月であっ iな御講演を聴いたどとを記憶している。稲葉さんの擦

‘た。当時私は舞子小母校に勤診ていて、 4 年生の男女| 本を見せて京き、叉同氏の。高砂に於ける貝類の分
組を担任していたa 或日児童をつれて海岸へ遊びに行| 布。のお話をきいた。王争後高砂から別府まで浜伝いに

採集しタ V 7'i:l イえイセシラガイに胸をお l:.'らせたも
のt:った。ア

矢 品
目
個 先生

"  

った。児童主主は海に向って右を投げたり、相撲をとっ
たりしていたが、貝殻も沢山拾って来たa30先生とれ
何貝や? 、 ;>1当時の私にはアサリとノ、マグ 9の区別さ
えはっきりと考えられなかったιとんな貝があるのか
と初めて見る貝ばかりであった。それで H 先生ζれ何
貝ゃ? 長グには実に図った。知らないからグ先生には
あかりません P と卒直にあ守まるより手はなかった。

そのうち茶室拘{ " 介類館のおつきん宇ヨ? とらJζんな
・貝みんな知っとら一一。と独言のように、叉悶えよが
しに言っている。- " 君介類館のおつきんで議のとと?
f 何という迂闘であろう。如何にJ lIH践の乙ととはい
え、この大先生を想い出せなかったとは、会〈背に汗
する，思いである。

の 遁 想

× . X  × 
v 神崎郡の岡原附近から日泡寺へかけて陸生貝類の採
集会が行われ、私色お伴をして参った。ア陵貝の採集
には地質図を見て、石灰芳の肖る地方へきえ行けば、
先宇失望するととはないだろ ?o 主廷は今日の採築地色
只地図をえた? ゴけできめて来たのでナ0 " との事であ
ったが、先生のお考え通り 30種という大泣を採集ナる
ζとが出来たιその日免か兵庫県博物学会では貝類の綴
威矢倉和三郎氏を指導者として、神崎郡日治寺へ陵産
。貝類の採集に行ったが、珍らしい貝類を多数採集し、

凱歌を挙げて引揚げた。γという意味のラジオ放送力主¥
さてそれではというので児童絡を遥れて先生のお宅| あった。斗止

，JI命 'x x  
じめ類別して児童 1人 lこl個乃至 2 個を持たせてある今は神戸市に編入されているが、巻時武庫諦山田村 J

ので" 1人で 1 っか 2 つの名を党えて帰ればよ U、。次 lの丹生山へ、先生のお伴をして採集に行った事があ
身と先生の前へ行フて名を教わりよ忘れぬうちに学校、| る。先生はいつで色和服をお召しになっていたが、そ
に戻り、名を付けて棚に並ぺ、後小箱を作って隠列| の日志和l服に下駄屡きであの山を平気で登b れた。仁

" 乙の辺を探してごらん、貝の居そうな所7ごか b ゲ先生

き、お訴を承b り、又種々の文献色紹介して下さつ
た。その上御馳走をいた7ごいて帰りにはいつで色何が
しかの標本を頂戴した。先生を訪れるのは私 1人では

合で色死? 泣く.
らしいかと感心した志のt:oがこれは只の勘ではなく h
多年の経験と科学的な洞察によって指摘されるわけな

なかった o 11加古川中診の生徒でとて色熱心な人が②| ので敬服の他はない。あれから15-16年私にはま7ゴあ
りまナよ。先日も来て熱心に研究して婦られたが、ぉ.1 のような劫は働かない。山頂- ' < : ゴマカィを沢山採った
土選に援本をあげておいたグと ζの熱心な少年は後の 1 ・事をおl支えている。帰りに千年家というのへ案内して
稲葉享先生であった。 ち | 下さつ! た。何で色鎌倉時代の建物とかで、鈎が俊って
¥ l  
x  .X なく、手斧でかきとったような疫が柱に色鴨居に色見一

" ) ; : . ' " んなわけか、八幡きまと貝とは深い関係があり| える。伊J之ま古い色のではある。先生は考古学に色御
; そうです。六甲の八憾‘大手の八憾と神戸で色八幡さ

吋 4Lまの社設は陵産貝類の鏡産地になっています。やはり
お宮がtifいからでしょうねかとおっしゃった. それで

，私色六甲宇大手の八橋さまにはよくお参りした色の
t:O。神さまにお参りナるのではなく、裂の森へお参り
. するのであったが /

v ・・腕 x x  x  

司./

造請が深かった。 w -a  
百 x ぺ ' × × 
摩耶山では1 ' : .0 jレスムシオィ、スタケシガイ、エンドウ
マイマイベツヨウの類等について教えていた t: "¥ t  
た。摩耶山へはあれから再三採集に行ったが、先生Vてマ
連れられて行った時が一ばん獲物が多かった。私は採
集に行く毎に矢倉先生を想い出す。とれば音に摩耶山

博物与会へ入れて貰ったの色矢倉先生の御手召介によ 1 tごけに限らない。先生と歩いた山野森祢は申ずに及ば
る。高砂で貝類の採集会のあった沼和 8 年のととであ| 争、何時如何なる時で色私の心の中には先生が生きて ー

i ‘. . r '  
る。当日先生のグ貝類の分布に就いて。といったよう‘| いらっして種々御指導裁くような気がナる。誠に有難タ

・
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挙引

いた時、学綾で枠: : > 挺藷を持番とし
，ゃ x  X .  メ ， 、 I  

あった. 直接4こ間接に先生の薫陶を受けたものは聖書し lなんて嘗える色のではなかった。私の舌がち. や
むす般にや照るこもを信やる。，あめ混い御人絡が人々を| それを知って向。それk "和、じい、おいしギ

χ x  x  戸 .  1;膏難度いと患った事はない，僅かな心持をあんなに
先生は趣味の聾かな才であった。ぉヨきゃときは音楽| げて下宮る先生御央饗そ収患いやり P の御心感援に・ 1

情抑制たザ・高級な蓄音事と沢山のレドド| えない・奥様は今宿1才蹟る御元気の曲、 ι
I  喝ーを麗し事: お忘れた. 一叉お年を召しでか初主、茶わ語恥 lしたいと思っている。卒棄の御録音紙面をか砂

承った患のt-;'o 先生は ‘ ・ |  川、 x. x  x. 

i如先生御逝去φ報を得て驚輩。参上した時はお葬式の穂、 u

U ザ明治天皇の御製が大ベんお好きのJ : 5 で寄っ iんr後! 何付申じわけない事をしてしまったa 犠
'k : . .先生の梅著書 H貝類叢話 "1こ急出τいるし、よく! 日大阪の某寺にで慰霊祭が行b 払貝類学会からは轟
色紙な: ) : : . : にお書きになった様? である。私事それを『枚| 問先生がお見えK なっr切々たる弔曹をお述ペになヨ:
f理蛾今ている骨 ゐ {  .  I  'k:.o 私色焼香をすせて頂き先鼻との別れを惜しお
ι署名せよと1云あれ宇の下手な私は大いR 困った事が i あれから世の中がすっか b変って lくまむ、、戦後の海
事つおそれにして事私如きものでS来訪者φ1入と 11 乱' ! ' っと静幻か砂た今日、博物学会が生物学会と
して筆跡を建寄せよう主されたお創立真ι待度い。 It . て再生して既に数年、雑誌の焦2糊 2税先生方

と X X  ' X  喝 IC ! ? 迫惇号とナるととになって、あれを憤いとれを想う宅
奥様も大付よ〈出来たお人であった。械の御都! と者、埼先生の白払温容中さしいお声がなまな賞

、告なE;.-明かまゐ今膏襲的に動向ずるので時分お気に| し〈建って、眼底に像を靖き、耳議を訂つ占¥
' 矢倉先生、多〈め後輩ば先生の後を慕ってひたす島

とk " t ，帯迎え下さった。そして1 日中家旋の丞員とし i従い士行っておりますa 員類の研究色ピんrんと昼に:
て張って下さった. 先生は甘藷が大九んお好告であっ 1 なって番; りまナι何平安bかじお眠り下さい。合費量，

界

貝翁矢倉甫間氏を偲んで 〆斎
主 J
3  

i 藤 文 雄、:守
l  教矢倉市開識は貝類の研究にそのー患を捧げちれた iんe< t 知っていなかったのであるが、普通り商人・とは違/
肘、その般盤強州、綿桝附北畑山宅に | ってe、為仇いろいち凶器ιて翁械臥暗号
， 'f甲南建類舶の門標を・あ伊去おられたばかりでな| たがら、貝類の研究とその知畿の普及じ私腐を投E て、 .

• < " 端書や封書時剰の類に色同類研究〈創業明治| 専崎カされ、現存関力活れつつあるととを承知
四十一年〉甲南貝類器、甫回: 矢倉和芸郎j 帯主書いt I  
t兵庫県産良類自銀J には、発行所として F貝類研究 I (約10年結晶た昭和16年iご神戸市吉岡高朝、特
と鄭販売、甲南貝類荘J.として御自身り仕事を明ら| 鞘吉田国民学的でお目 i二かかると売になったので
かにしていられる。とうした翁と私とは学問上から知| ある。
事あ1コ抱をいうのではな〈‘最初にお目にかかったの| 棋は昭和14年に神戸市の研宛番号員として f大阪講の
は、麗和8年の款であったと溜し善時棋は神戸市兵| 生物。研究3 を和¥ 引き続き、集め和様。本の整理(
庫高齢'J'、学校K 郵務しれ、? とが F兵車県産貝類自捺j J;と、新に模本の蒐集ビ努めていた。何等の前ぷn f，な

て来争れたのが翁その人うであった6 それまで翁にお轟 1 a-tt皆諜広な P、事毎日来実に対Lて宣戦を帯告するよ J

叫たとと快、し、翁の学問的耕民吹いて色ほと 1 5になった年であるかふ物資は糊され配給はきび
......Ci6. 
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し〈なって行〈一方で標本の蒐集とか製作とかは』患い
色よちないととになった。幸に今まで標本瓶とか薬品
とか、標本作製1;必要な品の買おきが多少あったので
仕事を続けていたのであったが、それ色永くは続かな
い。とうした時に翁が来校されたので、校長大滞茂樹
先生と相談の上、翁かち標本の種類数盆等について
は、ナペて翁に一任したのであ泊。明暗閑酬額蜘
翁は特に ζのための貝類分類支を作成しJ それによ

?τコて擦本を整理して、系統的に均湾の語る援本にな

たのにはよほ E お困りになっていた主 5であった。菓
子の類宇少しばかりの砂糖を差上げると大変なお喜びー
であった。 I背山色のがなくて管しかったのに」毒字と
いって0 '. . . .  醐働側常
翁がなくなってから生前宝塚動物厨に貝の標本を送
るよう目録をつくって、之を先方に先に送り、捺本を
次々と搬入せられていたJ : 5であったが. 全部終らな
いうちになくなられたので、 E れe . ' れの標本が送られ
ていないのか、何分標本のととはよくわからないから、〆

るよう、種々工夫して下さったのである。入手した| 一皮来て〈れないかとの依頼があったのゼ、宝塚の方 2

標本は、腹足類 430種、堀足類 5種: 手手足類165位計| と色連絡して御船、したのであるが. 金銭上の問題泊f
s∞種で. とのタトタヨプネ、合キの発育順序を示ナ擦| かるんでいるのも充分な御世話色出来ないでしま叩
本、' カキ殻の利用を示ナ標本. 貝裁判潟の標本、人造! った。ま? ゴ標本としては、加工された色のや実珠標本
真珠匂工程を示す標本等色添えられていた。とれ年の! の類等色相当に塁走っていた止うであうたから、それ等
標本は一時に搬入されるととなく分類表と照し合せて I

理戸絞まで持参されたので、全部搬入を終るまで半年以| 焼野ヶ原と化してしまったから、標本毒事は無事疎開さ
土を要したのであって、如何に翁がさ予防的良心に徹| れたかE うか 国道電車で北畑の近〈を通過ナる皮に:
し、誠心誠意を、あやかな標本にも傾げ尽されていたか| 気がかりでならなかった。' . . . . よご引
を物語る色のである 0 ' > 4 闇恥J胸 f 』吟】岨 | 翁の一生は特K その晩年四うにまかせ械か同
貝類の分類は一つの課題でちって、確定的の志ので| 争のた号民生活が苦しかったととと尽うが然かしそう

' はないから標本の整理にあたって、しばしば翁の宅を i した生活の中に友りながらや bかけたととはE とまで
φ お尋ねして. 御教示を仰いt::のであるが、翁は常に主主| 色やるといった一徹、研究となれば倦む ζ とを知 b
E霊勝ちで、その蔵書とかパンフレツトとかを示してお l守、 E とまで色出かけて行〈熱意. そうした内にも a

' 話しがありー主〈大切な蔵書をお貸し下さった。 ζの| ーモア色わかる翁であった。標題ははっきり強えていー
y ために殆んE 貝類について素人であった私色、興味を
持つ ζとが出来たのである。ヰ日干ヤーーーー一、
翁はお宅では南向の六昼の部屋に机をおいて、いつ
色虫眼鏡を持って研究lこいそしんでいられた。' 参考書
令や標本は廊下の上に棚をつくて置いたり、木箱に入れ
た標本は縁の下に置かれていたりした。私のお伺いし
ていた頃はキセJレガイの研究と、各地の海岸の砂を調
，ムミて、貝の破片宇後ノJ、艮等によって、貝の分布; a 知る
研究であった。とれ等の研究はおそら〈発表されると
と色なく終ったのではないかと，思あれ誠におしい気が
する。重量は常に和服を活用しておられお好きな色の

ないが六甲山φ銅牛についての翁の研究の中に、小学
校の唱歌の中にある、デンデジムシムシの歌K ツノダ
セイヤ F ダセ、: メダマダセとある、. ヅノグセ J メダマ
' ダセはあかるが、カタツムリにはこ種あって解剖して
みると、恋失を有ナる志のとそうでないものとある。 v

乙れでζの歌のヤリダセがわかったとゃうようなこと
ノ、

を脅かれている口
翁は兵庫県博物学会の重要な一員であったし、その

研究には新発見の志の色多く、学名に矢倉の名の入れリ
られているものさえある o 兵庫県が全国に否世界に誇
ってよい偉大な学者であり、実に併究に徹した学徒で

は、茶と菓子、特に飴色のを最忠好まれた。砂糖の配| あったととを今また新たに思い偲ぶのである。
給が少くなり、菓子類は殆んE手に入ちなくなって来 ( 昭和27年 2月21日記)

_..... t.. .. ........ .:4tr. 

父 を 語 る

P白砂のi海浜は殆ん占? な〈なりまして、永〈父の住むイ
し? と舞乎の家に色右昼下はもう潮が直接押しよせて来

霜に今日の烈しいナがたを表あした如しに忍われま

z矢倉育太郎

ナ。当時は海浜も広〈白砂青訟の舞子の浜でした。，
海の暴れた翌朝は深海の良や海務が訂に打上げられ，
ましたので、早朝より之等ゐ採集が何よ担の楽しみt:'

地路地の浜に蒐集に旅立ちました。貯治41年に「舞子
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織していました。舶来の洋臓を漕てロシ: . . . . ン襲の赤い，1' 健康秀れ令甑神本山に聾居以来. 往年の無施事
模様の操ネタ引を勝争湖爽たいダーンボムィで 1，

も 老後の自費翁どは思えぬ韓冶事舎でした. 、 "  I  るれでも具に対ナる愛着抱ち難〈、
、 襲。端帆のある? ロJl lt7の蓄音器密議しむ輝子小 lを唯ーの慰安としている聞に、貝京易自色茶孝

学躍でァ夜ν沼- : F " 沼シサ〕トを開きました。田舎の| 軍り、長声は茶女と変りましたが最後遺ポ切
事で志あり大韓舎の老若男女で場内満員の感混を極静ま! 得なか. - : : ) た最愛の一部の舗本色遂に宮内賓と

- り中広首を鋳込んで中を漉くとヨミラ< t ; では想鵠色っか| 最後のげ努オ YをまIち昭和194{;2月13日じ永眠しま
ね滑稽'な場面を展開t . : . . 究は得意濁庸に塘J . . . ぞう民笑 1 'kzo  
っていましだ. J  Z  v  ?  |  究は吋占換を自分わ最畠野む速に捧げ得た農急事構耳障

5，( 乙患いまナー傭その上に亡きあと事会i
時代作は誠，; : - ^ イカ? な服装をきして悦に入っていた t:窓生学界の皆樺が御ゐにか砂ていて下さる事を食事覇官;
究でした O . 、 島 ' .  1:藍かげての帯舗な事かと遁拷一同厚く御礼申L 上野主
民の蒐集が整ってくるにつれてよ各方面ょ pの昆挙 t.ナ。
あり、又舶には有栖Jt(宮家の御別邸跡事ましたの| 前 2Jl訪日灯麗9年間ιこさ尋ります。‘ 6  

• ¥  
り、天畠陸軍，( 主導時は息太子膜下) 6 &物学Iこ御榔 |
であらせられるので、←度行幸iこお越し下さる梅予定 l 母 購鈴 71才 ) 健 康
でしたが、ス口が狭〈遂に綱取止めにな夢ましたの I'  義男帯太郎 49才会社員子供なL
もその時む覚り帯鼠レ先制来? ゴリ民標びますo ' I  ，，， 
その腐は究φ黄金時代屯したが次傭に錨常闇雛に臨 3男賢主主舘才パグ
台、昭和5年避に障舗の己むな意将軍り古来年に3まり蒐 j い点男 貞三 .37才 、p

、、 d十
y ‘ 

静，戸 市 立
神戸電車を鈴鷹合で下車して東方2 km 、戸或は再度

〈ア 'Ii
h るa その隣には市立の藤林植物顕がある。
。時間、ふ、申、高授の掛綿の鎗能性能

噌P教師のために: 実地観察、実習のために設げF 1 れた揚
所である白
との教材嵐は貴重な自然地理的な挙習教材に嘉ま

れ、商品近<{:!.f.，ま赤松を車体と Lた自然林の中に殻b
b れている。圏内にλると京成の識したたる芝生があ
る。l との芝生.;r実lこ半入がゆき届いて何時見て色新鮮'
で子供や青年の績に対する魅力をうま〈捉えているロ t

色なE 色ぷ〈考え与れているt

蕃匿の特徴は争続で勉学しつつある児童、生徒、 v学
生の心者己対照としむらゆくま苛穆えbれている ζとで'

と宮い、自熱を車移入れた環境即ち鳥類の巣箱、魚の
ヨ地帯官、鵬か勤時曜までゆ輩届いた在、のである。l それで教

畿材国匂
闘は調内に生徒を議入サると教師の欝導なE なく包 '8
j舗の中で勉強出来る様に考えセいる。他の横物園切様
広大人を対照? とした色の胃ないから税明文に説明のい
る横な色のでなく児童、生徒のためになる親切な方法
には河原酒長口頭が下る。同鹿長は長らく神戸市平野

似る買との出来ないすべて独創的なやりか旬こは大い
に学ぷ所があるo
なお、器閣では教材画望書報を開腹して、市内小、中

古載の先生方のために、間季の案内が配られてjいる一
最近の夏季号を見ると、薬や花の学習、他の教科との

一目骨何所にあJるか、地域的な配列なE が掲げであ
る。との圃の周辺には教師向きの囲があり、高向植樹J . ) 旬
。諜棒奏、の観賞や各植物の比較饗験するのに債剥であ
る。生徒車教師色楽し〈勉学由来る蘭で闘争を混むて
おナヂdbしたいものである0' lu.ly. 

箆井ー . 純 d

- 6 3 -


